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、
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場

十
三
、
寄
場
制
度
の
変
遷
及
び
終
意

十
四
、

ま

と

め

五

既
に
の
ベ
た
如
く
、
石
川
島
へ
足
寄
場
の
敷
地
は
も
と
石
川
大
隅
守
の
屋
敷
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
広
さ
は
一
万
六
千
三
十
坪
で
あ
っ
た
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話
時
間
訪
問
主
U
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一
荒
川
市
部
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市
日
出

ド
れ
れ
q
h
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誌
川
町
人
に
貸
し
て
空
米
会
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後
に
は
薪
、

炭
貯
蔵
所
、
物
置
場
と
な
っ
て
い
た

05
支
、
一

一千
坪
余
は
人
足
達
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二
四

き
て
、
人
足
寄
場
の
外
聞
の
丸
太
矢
来
の
延
長
は
二
百
四
十
九
間
五
尺
七
寸
、
み
め
る
い
は
二
百
六
十
八
聞
な
ど
の
数
字
が
残
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
ま
ず
二
百
五
、
六
十
聞
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
註
き
時
代
は
下
る
が
安
政
三
年
(
ト
問
)
八
月
二
十
五
日
の
江
戸
の
大
暴
風
の
際
、
こ
こ

も
七
分
通
り
の
大
損
害
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
「
寄
場
破
損
ケ
所
書
付
」
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
時
の
施
設
規
模
が
判

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

勿
論
こ
の
中
に
は
、
設
置
当
初
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

建
物
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
役
所
の
占
め

る
割
合
は
小
で
あ
っ
た
。
大
田
萄
山
人
の
「
一
話
一
一
吉
田
」

に
見
え
る
‘
図
は
寛
政
年
中
の
も
の
と
考
え
，ら
れ
、
当
初
の

様
を
う
か
が
う
に
は
恰
好
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
役
所
は
場
内
の
中
央
部
に
近
い
と
こ

ろ
に
あ
り
、
こ
の
役
所
に
よ
っ
て
、
大
き
く
三
部
分
に
分

け
ら
れ
て
お
り
、
人
足
の
居
住
、
仕
事
を
す
る
場
所
は
こ

の
中
の
二
つ
を
占
め
て
い
る
つ
そ
う
し
て
、
二
間
半
に
八

聞
の
長
屋
三
棟
が
細
長
く
一
一
線
上
に
並
び
、
二
間
半
に
長

さ
七
間
半
の
長
屋
二
棟
が
門
の
両
側
に
連
っ
て
い
た
の
他

の
一
つ
の
部
分
に
炭
団
製
造
所
及
び
蛤
粉
製
造
所
の
二
棟

が
あ
っ
た
。
な
お
別
に
人
足
収
容
長
屋
の
劃
内
に
女
置
場
、
病
人
置
場
が
そ
れ
ぞ
れ
別
棟
だ
有
在
し
て
い
た
。
「
一
話
一
言
」
の
図
で
は
収

容
長
屋
を
細
か
に
区
切
っ
て
、
紙
ス
キ
、
カ
ヂ
ャ
、
ヵ
ゴ
ャ
、
ャ
ネ
ヤ
、
竹
笠
、
ホ
リ
物
、
一
冗
結
、
草
リ
、
縄
細
工
、
百
姓
、
等
々
の
記
入

が
あ
る
。
百
姓
や
、
屋
根
屋
は
、
こ
の
収
容
長
屋
は
全
く
の
寝
所
と
考
え
て
よ
い
が
、
そ
の
他
の
職
業
で
は
、
当
時
時
そ
こ
が
同
時
に
手
業

場
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

「
宝
暦
現
来
集
」
に
よ
る
と
、
「
一
番
部
屋
よ
り
六
番
部
屋
迄
、
罪
の
軽
重
に

て
部
屋
を
分
置
く
」
定

め
で
あ
っ
た
と
云
う
が
、
こ
れ
は
文
政
末
年
天
保
初
年
の
状
態
没
一
言

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

年
代
不
詳
の
「
人
足
寄
場
配
置
図
」

(
国
会
図

書
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
一
番
か
ら
七
番
迄
の
人
足
部
屋
が
見
え
て
い
る
し
、
佐
久
間
長
敬
の
「
清
陰
筆
記
」
に
も
部
屋
は
七
番
迄
あ
り
、
八

建坪
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番
部
屋
を
病
室
に
あ
て
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
更
に

一
棟
建
増
し
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
幕
末
期
の
状
態
で
は
、
各
室
四
聞
に
三
間

半
、
三
方
は
板
羽
目
、
表
口
は
三
寸
角
の
格
子
戸
で
、

b
k

員
は
凶
十
名
町
あ
っ
た
。
註
(
却
〉
Z

へ
保
十
三
年
(
ト
コ
)
募
か
ら
同
十
四
年
春
に
か
け

て
の
、
鳥
居
甲
斐
守
忠
耀
や
、
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
の
問
で
取
交
わ
さ
れ
た
一
連
の
文
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
宥
す
る
。
即
ち

一
大
保
十
三
年
当
時
に
お
い
て
、
同
七
年
の
鍛
僅
来
漸
次
入
所
者
が
増
加
し
た
結
果
、
遂
に
四
百
三
十
余
人
に
な
っ
た
の
で
寛
政
以
来
の
火
足

部
屋
で
は
足
り
な
く
な
っ
て
一
棟
新
規
に
建
増
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
も
足
り
ず
混
雑
状
態
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
か
ら
、
更

に
建
増
し
も
せ
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町
奉
行
所
の
方
か
ら
差
廻
し
に
す
る
人
足
ど
も
に
勺
い
て
も
し
か
る
べ
く
こ
の
点
配
慮
あ

り
た
し
と
云
う
の
で
あ
る
。

実
む
こ
の
天
保
十
三
年
暮
迄
に
一
棟
建
増
し
さ
れ
て
い
た
と

一云
う
の
が
、
七
番
部
屋

rは
な
か
う
た
か
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
、
更
に
必
要
に
追
ら
れ
て
遂
に
増
築
す
る
に
至
っ
た
椋
が
、
人
足
寄
場
配
置
図
に
お
い
て
新
部
屋
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
新
部
屋
の
建
築
の
年
は
明
か
で
な
い
J

註
〈
ぎ

前
述
の
安
政
三
年
の
洪
水
被
害
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
人
足
共
手
業
場
所
二
杭
八
五

・
五
坪
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
工
、
建
具
、
差

物
、
塗
師
等
種
々
の
手
業
を
営
ま
し
め
た
も
の
で
、
人
足
寄
場
配
置
図
に
見
え
る
炭
団
干
場
、
米
春
場
(
安
政
三
年
の
被
害
届
け
に
よ
れ
ば

建
坪
五
十
八
坪
可
図
面
片
隅
構
外
に
「
是
ぷ
油
絞
部
屋
」
と
為
る
、
曲
絞
り
場
、
ま
た
安
政
三
年
洪
水
被
害
調
査
幸
一円
に
油
絞
小
屋
二
棟
会
所
向

と
も
二
百
六
十
坪
と
見
え
る
も
の
な
ど
は
、
当
時
謂
わ
ゆ
る
手
業
場
と
云
う
観
念
の
中
に
入
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
当
時
、
特
別
手

業
の
な
か
っ
た
入
所
者
は
春
米
、
絞
油
、
炭
団
製
造
、
藁
細
工
な
ど
に
従
事
せ
し
め
た
趣
が
江
戸
会
誌
に
見
え
る
。
泊
絞
り
は
素
人
に
で
も

出
来
る
仕
事
で
お
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
と
も
に
天
保
の
頃
か
ら
菜
種
油
の
重
要
性
が
ま
し
て
来
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。

自
(mv

安
政
三
年
の
噴
に
は
、
既
に
油
絞
新
小
屋
一
棟
四
十
六
坪
さ
え
増
設
さ
れ
て
い
た
程
で
あ
る
。

註
(ヲ

女
性
に
関
し
て
云
え
ば
、
前
項
で
一
寸
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、
寄
場
開
設
当
初
に
は
一
話
一
言
の
図
に
見
え
る
よ
う
な
女
置
場
が
設
け

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
中
途
か
ら
女
性
の
入
所
す
る
者
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
然
に
磨
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
幕
末
に
至
っ
て
復
活

さ
れ
、
こ
の
時
に
は
女
性
に
適
し
た
手
業
が
課
せ
、ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
人
足
寄
場
配
置
図
に
見
ら
れ
る
如
く
、
女
部
屋
、
後
に
は
女
手
業

場
を
加
え
て
の
こ
椋
と
な
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
註
(
況
)

こ
の
よ
う
な
施
設
で
、
そ
の
収
容
カ
は
六
百
人
吃
以
て
限
度
と
し
て
い
た
。
寛
政
五
年

(JZ)
一
筒
年
間
の
平
均
収
容
人
数
百
三
十
二
人

四
分
七
厘
余
、

註
(
?文
化
十
四
年
(
一
が
)
年
平
均
百
三
十

二
人
余
訂
(号
、
文
政
五
年
(
一
一
一
ユ
)
九
月
当
時
、
百
四
十
六
人
主
号
、

一大保
十
三
年

二
五
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一一六

(
ト
ユ
)
当
時
四
百
一
一
一
十
人
会
主
与
、
同
十
四
年
三
足
当
時
五
百
三
十
一
人
注
号
、
弘
化
元
年
(
ト
臥
)
一
一
月
当
時
六
百
余
人
(
中
、
追
放
刑
入

所
者
二
百
四
十
人
)
、
さ
さ
同
二
年
平
均
五
百
八
人
一
仔
ぺ
厘
余
在
日
さ
と
一
疋
う
実
際
上
の
数
字
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
述
の
如
く
、

入
所
者
の
範
囲
変
更
の
上
で

云
う
第
四
期
即
ち
水
野
忠
邦
の
宍
保
改
革
の
結
果
、
こ
こ
に
送
ら
れ
る
者
の
激
増
し
た
あ
と
を
明
瞭
に
物
語
っ

て
い
る
。
収
容
限
度
を
超
過
し
た
場
合
は
、
当
分
溜
預
け
と
し
た
こ
と
が
文
化
十
年
七
日
)
募
の
史
料
に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
が
芸
号
、
い

つ
も
同
様
の
扱
い
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。

さ
て
次
に
掛
役
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
創
費
当
時
は
専
ら
事
に
当
っ
た
長
谷
川
平
蔵
が
管
理
の
任
に
つ
き
、
単
に
取
扱
い
と
唱
え
て
い

た
っ
建
策
者
で
あ
っ
た
彼
は
人
足
寄
場
の
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
専
断
的
に
そ
の
権
を
握
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

一二年
後
の
寛
政
四

年
六
月
四
日
取
扱
い
を
免
ぜ
ら
れ
註
(
刊
)
、
村
田
鉄
太
郎
が
徒
日
付
か
ら
転
じ
て
新
た
に
人
足
容
場
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
爾
来
廃
止
に
至
る
迄

寄
場
奉
行
が
お
か
れ
、
寄
場
管
掌
の
任
に
当
っ
た
。
も
と
、
宏
司
揚
奉
行
は
作
事
下
奉
行
格
、
投
高
百
俵
、
役
扶
持
十
口
で
あ
っ
た
が
、
寛
政

六
年
(
紅
)
一一
月
改
め
て
大
工
頭
格
と
し
、
役
高
二
百
俵
、
役
扶
持
二
十
日
を
袷
せ
ら
れ
た
。
若
年
寄
の
支
配
に
属
し
て
い
た
が
、
慶
応
三

年
(
ゑ
)
六
月
勘
定
奉
行
の
所
管
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
下
に
役
所
持
元
控
伐
・
同
心
な
る
も
の
が
三
人
あ
り
、
小
普
請
世
話
役
格
で
高
五
十
俵

三
人
扶
持
で
あ
っ
た
。

註(
ぢ
安
政
武
鑑
に
は
元
締
役
五
人
と
あ
る
外
に
御
投
金
五
両
と
あ
る
。
投
金
の
こ

と
は
そ
れ
以
前
の
史
料
に
も
御
手

当
金
三
両
と
か
五
両
と
か
見
え
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
が
そ
れ
に
当
ろ
う
。
主
ぢ
元
締
役
は
一
名
ず
つ
宿
直
し
、
大
休
一
切
の
監
督

庶
務
に
従
事
し
た
の
註
〈
似
)
そ
れ
よ
り
も
問
題
に
な
る
の
は
安
政
武
鑑
、
万
延
武
鑑
な
ど
に
克
え
る
吟
味
役
一

人
、
百
俵
七
人
扶
持
な
る
も
の

で
あ
る
。
元
締
役
の
二
名
増
と
云
い
、
更
に
寄
場
奉
行
と
元
締
役
の
中
間
に
吟
味
役
一
名
の
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
一
五
い
、
幕
末
風
雲
急
な
る

に
当
っ
て
、
幕
府
の
綱
紀
を
張
っ
て
み
せ
、
あ
る
い

は
と
も
す
れ
ば
反
幕
的
行
動
に
出
で
ん
と
す
る
者
の
混
入
の
恐
れ
あ
る
無
宿
人
に
対
し

幕
府
が
気
を
配
り
、
寄
場
に
あ
る
意
味
で
カ
を
注
ぐ
に
至
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
る
ま
い
。
こ
の
元
締
役
の

下
に
、
計
二
十
九
人
に

達
す
る
下
役
同
心
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
内
訳
は
手
業
掛
三
人
、
見
眠
鍵
役
三
人
、
畑
掛
一
入
、
油
絞
方
掛
八
人
、
春
場
掛
三
人
、
踊
殻

灰
製
造
掛
一
人
、
新
見
張
番
所
掛
二
人
、
門
詰
八
人
で
あ
り
、
各
二
十
俵
、
二
人
扶
持
で
あ
っ
た
っ
Z

人
保
十
一
二
、
四
年
当
時
の
調
べ
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
外
、
そ
の
筆
頭
に
「
役
所
詰
」
な
る
も
の
が
三
人
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
合
計
三
十
二
人
で
あ
る
。

受
付
)
こ
れ
-
ら
の
伎

は
隔
日
に
宿
直
し
、
不
寝
番
を
も
勤
め
、
人
足
の
取
締
、
授
産
、
戒
護
等
の
任
に
当
っ
た
‘。
空
白
)

Hosei University Repository



J 

そ
う
し
て
職
員
に
は
、
朝
、
昼
は
一
汗
一
菜
、
タ
は
一
菜
の
食
事
を
給
し
、
叉
、
下
俊
同
心
に
は
、
そ
の
出
動
日
数
に
信
じ
、
一
日
銀
一

匁
の
割
合
で
手
当
を
給
与
し
た
。
そ
れ
ら
の
零
用
は
一
一
切
容
場
持
費
の
う
ち
か
ら
山
山-さ
れ
た
。

さ
ぎ
特
別
の
場
令
に
は
御
森
芸
人
一
(
臨
時
賞
与
)

が
出
た
こ
と
も
あ
る
。

R
A
W
)

ま
た
別
に
寄
場
差
配
人
部
二
人
ま
た
は

一
人
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
人
足
釈
放
前
後
の
保
護
、
手
業
場
、
部
屋
内
の
見
廻
り
、
賄
方
請

負
な
ど
の
こ
と
に
当
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
主
A
e

こ
れ
は
問
万
よ
り
召
抱
え
ら
れ
た
と
一
式
う
も
の
で
は
な
く
、
曾
て
容
場
人
足
で
あ
っ
た
者
で

改
惨
の
情
著
し
く
、
働
き
も
あ
る
考
が
特
別
取
立
て
ら
れ
、
寄
場
の
費
用
を
以
て
、
町
中
に
庇
を
持
た
せ
ら
れ
、
毎
日
容
場
役
所
に
出
動
し

て
、
人
足
の
気
持
を
理
解
し
う
る
先
輩
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
仕
事
に
当
っ
て
い
た
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。
文
化
十
四
位

(
一
目
)
以
降

は
シ
ケ
の
時
の
不
便
そ
の
他
の
理
由
か
ら
附
芦
敷
内
一二
十
A

俊
一
坪
の
、
今
犀
を
貸
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
叶
こ
の
一差
配
人
な
る
も
の
は
い
つ
か

ら
お
か
れ
た
の
か
明
か
で
な
い
が
、
人
足
寄
場
開
翼
後
七
、
八
年
に
し
て
既
に
、
こ
の
地
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
考
が
現
わ
れ
た
ち
し
い
。
更
に

享
和
元
年
(
か
吠
)
一
二
月
に
取
立
て
ら
れ
た
宇
兵
衛
な
る
男
が
出
て
差
配
人
は
二
人
と
一
式
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
前
の
男
一
は
、
そ
の
翌
年
死
亡

し
字
兵
衛
一
人
と
な
り
、
爾
来
文
化
十
四
年
の
時
は
ま
だ
こ
の
男
が
元
気
で
任
事
に
当
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

空
想

そ
の
外
、
医
師
二
人
あ
り
、
病
人
次
笥
で
毎
日
又
は
隔
日
に
来
診
し
た
。
去
作
)
ゴ
一
人
扶
持
(
時
に
人
足
の
中
に
医
術
の
心
得
あ
る
者
あ
っ

て
こ
れ
に
診
察
、
投
薬
せ
し
め
た
こ
と
も
あ
る
匂

婁
号
心
学
教
師
一
入
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

さ
ら
に
下
男
及
び
崎一
頭
若
干
名
が
あ
っ
た
。
船
頭
は
拾
金
三
両
二
分
、
二
人
挟
持
で
あ
っ
た
が
、
母
子
あ
る
も
の
は
四
両
、
二
人
扶
持
と

改
め
ら
れ
た
。
叉
、
当
分

一
筒
・
月
銭
一
貫
文
の
斡
料
で
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
船
頭
の
多
〈
は
も
と
寄
場
人
足
に
し
て
、
取
立
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

主
(巴

以
上
の
よ
う
な
寄
場
太
一
来
の
諸
投
に
対
し
、
側
面
か
ら
こ
れ
を
牽
制
す
る
役
員
が
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
江
戸
幕
府
の
償
制
に
お
け
る

特
色
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
即
ち
寄
場
に
は
、
町
奉
行
の
目
代
と
し
て
南
北
与
カ
二
人
的
隔
日
交
代
に
出
役
し
て
見
週
り
伎
を
つ
と
め
た

が
、
寄
場
見
廻
り
の
任
に
当
る
の
は
与
力
申
の
末
輩
、
芳
年
者
、
新
参
考
で
、
こ
れ
を
呑
方
与
力
と
称
し
た
。
京
ぎ
叉
、
町
奉
行
組
同
心
中

に
人
足
寄
場
掛
が
命
ぜ
ら
れ
、
南
北
両
粗
か
ら
隔
日
に
一
人
ず
つ
が
常
務
と
し
て
勤
務
し
た
ー

更
に
ま
た
、
徒
日
付
二
人
、
小
人
目
付
四
人
が
定
一
語
と
な
り
、
毎
日
そ
の
半
数
宛
が
朝
五
ツ
半
か
ら
、
タ
七
ツ
時
過
ま
で
こ
こ
に
つ
め
て

い
た
。

註
(
き
こ
の
よ
う
な
謂
わ
ば
監
査
の
役
人
に
対
し
て
さ
え
も
、
幕
末
に
は
賄
賂
が
遣
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
は
)

一一七
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二
八

-'-"、

寛
政
二
年
二
月
二
十
六
日
附
の
松
平
安
信
の
御
渡
し
註
(
臼
)
な
る
も
の
を
民
る
と
、
そ
の
第
一
条
に

一
、
人
足
之
作
業
之
義
ハ
勝
手
次
第
得
手
之
義
を
為
ν
致
可
ν
申
候

と
あ
り
、
第
八
条
に
は

一
、
人
足
共
追
山
内
相
増
候
節
、
御
蔵
人
足
、
其
外
御
普
請
場
川
竣
佐
一
寸
之
場
所
江
ハ
差
出
し
候
様
い
た
し
、

可
ν
被
ニ
申
間
一
候

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
設
立
当
初
の
方
針
で
あ
る
が
、
別
に
場
内
、
場
外
の
作
業
を
何
勾
と
限
定
し
て
お
っ
た
訳
で
は
な
く
、
本
人
々
々

の
得
意
を
活
か
し
、
追
々
そ
の
範
閣
を
拡
大
し
て
行
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
ヴ
場
内
に
お
け
る
手
業
は
設
備
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
の
で

百
般
の
業
種
に
亙
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。
前
に
も
ふ
れ
た
一
話
ご
苔
の
図
中
に
記
さ
れ
て
い
る
手
業
の
種
類
は
、
紙
ス
キ
、
ヵ

ヂ
ャ
、
カ
ゴ
ヤ
、
ヤ
ネ
ャ
、
竹
笠
、
ホ
リ
物
、
元
結
、
草
り
、
細
川
細
工
、
百
姓
、
ヤ
リ
、
銭
サ
ジ
ハ
銭
差
U

、
グ
パ
2

、
カ
ミ
結
、
大
工
、
左

官
、
人
足
、
米
ツ
キ
、
蛤
粉
製
造
、
炭
団
製
造
等
で
あ
り
、
‘
更
に
は
建
具
差
物
、
塗
物
、
米
春
、
油
絞
、
袋
張
り
、
陶
器
製
造
、
特
殊
な
も

の
と
し
て
い
つ
か
ら
か
は
明
か
で
な
か
が
鉄
砲
製
作
芸
ぎ
な
ど
も
あ
っ
た
。
「
会
事
余
筆
」
理
に
よ
る
と
、
こ
の
外
、
た
か
掛
(
範
か
け
)

な
ど
も
あ
り
、
渡
船
の
船
頭
働
き
、
細
細
工
と
云
う
中
の
わ
ら
じ
製
造
、
人
足
と
一
式
う
中
の
土
の
鋪
な
ら
し
、
あ
る
い
は
、
焚
出
し
、
汐
に

う
ち
あ
げ
ら
れ
た
古
木
類
を
ひ
ろ
い
あ
つ
め
て
の
風
呂
焚
な
ど
も
数
え
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
向
者
一
に
は
、
手
習
師
匠
、
料
理
人
、
芸
者
な
ど

は
こ
ま
り
も
の
で
は
あ
る
が
と
り
あ
え
い
庁
寄
場
に
収
容
す
る
と
あ
り
、
い
ざ
り
な
ら
縄
な
一
レ
、
わ
ら
じ
り
く
り
、
女
芸
者
は
川
岸
で
洗
濯
、

座
頭
た
ら
さ
し
ず
め
炭
団
を
丸
め
さ
す
と
伝
え
て
い
る
。
一
般
に
女
は
人
足
の
被
服
の
裁
縫
、
洗
濯
、
つ
く
ろ
い
、
雑
巾
刺
し
な
ど
に
従
事

せ
し
め
た
よ
う
で
あ
る
o

芸
む
宝
暦
現
来
集
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
人
足
達
が
つ
く
り
出
し
た
品
物
の
出
来
が
よ
ろ
し
い
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
筋
の
問
屋
を
差
紙
を
以
て
呼
び
出
し
、
好
み
に
応
じ
て
之
を
引
取
ら
し
め
、
ま
た
出
来
の
如
何
を
問
わ
ず
製
品
は
買
上
げ
た
と
一
広
う
。
労

働
時
聞
は
朝
は
五
ツ
時
か
ら
タ
の
七
ツ
時
迄
で
あ
る
が
、
仕
事
に
よ
っ
て
は
払
暁
よ
り
、
晩
刻
に
及
ぶ
場
合
も
あ
っ
た
。
註
(
関
)
休
日
は
毎
月

一
の
目
、
年
末
年
始
は
募
の
二
十
五
日
か
ら
正
月
十一一
日
迄
、
(
な
お
神
田
川
川
波
紘
一寸
の
特
別
の
重
労
働
が
あ
っ
た
場
合
は
正
月
七
日
迄
休
憩

せ
し
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
)
お
盆
の
七
月
十
五
、
六
日
の
両
日
、
と
い
う
定
め
で
あ
っ
た
。

主
ぎ

共
外
も
遣
方
心
附
候
義
は
追
々
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二
九

人
足
達
は
そ
の
日
の
手
業
が
終
了
す
れ
ば
日
々
入
浴
せ
し
め
ら
れ
た
。
註
〔
号

さ
て
人
足
達
の
手
業
に
対
し
て
は
何
れ
も
労
逸
の
次
第
に
よ
っ
て
賃
銭
を
与
え
た
。
本
人
の
手
業
の
成
果
た
る
製
品
が
売
れ
る
と
、
元
入

用
な
ら
び
に
一
日
の
諸
費
用
と
し
て
半
顔
は
差
引
き
、
そ
の
残
高
の
中
一
芦
割
合
で
強
制
貯
蓄
(
溜
銭
)
さ
せ
、
外
は
本
人
に
手
渡
す
定
め

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
溜
銭
H

貯
金
が
十
貫
文
に
達
す
る
か
、
あ
る
い
は
精
励
協
勤
な
る
者
は
十
貫
文
未
満
で
も
褒
美
金
を
与
え
て
↓
貫
文

と
し
、
た
と
え
引
取
人
が
な
く
三
も
放
免
し
た
(
寛
政
四
年
十
二
且
規
定
)

o

斐
巴
後
に
こ
の
規
定
に
多
少
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
弘
化
四
年
当
時
の
規
定
委
ち
に
よ
る
と
、
売
払
代
金
の
二
割
は
道
具
代
と
し
て
上
納
さ
せ
、
残
銀
の
三
分
の
一
を
更
生
資
金

と
し
て
強
制
的
に
積
立
て
さ
せ
、
三
分
の
こ
を
且
々
十
日
目
毎
に
三
回
に
当
人
に
渡
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
尤
も
仕
事
の
種
類
に
よ
っ
て

は
四
分
の
一
を
積
立
て
、
四
分
の
三
を
本
人
に
渡
す
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
直
接
に
製
作
品
を
う
み
出
さ
な
い
仕
事
に
あ
っ
て
も
、
、
そ
れ
相

応
の
日
当
を
与
え
、
適
当
に
溜
銭
さ
せ
三
貫
文
に
達
す
る
か
、
あ
る
い
は
真
面
目
に
働
く
者
は
こ
れ
に
満
た
な
く
と
も
、
褒
美
手
当
を
与
え

と
に
か
く
三
貫
文
以
上
に
し
て
放
免
す
る
規
出
ー
で
あ
っ
た
(
寛
政
四
年
十
二
用
定
)
。
安
ヲ
そ
の
後
に
至
っ
て
仕
事
に
精
を
出
す
傾
向
を
馴

致
せ
し
め
ん
が
た
め
に
煙
車
銭
な
る
も
の
を
支
給
し
た
。
そ
の
額
は
油
絞
り
仕
事
に
お
い
て
は
、
能
率
に
応
じ
て
一
日
二
十
文
か
ら
三
十
二

文
位
の
割
合
で
用
に
二
度
程
支
給
し
、
赦
免
の
際
は
褒
美
銭
と
し
て
A
7
迄
に
支
給
さ
れ
た
煙
草
銭
の
四
分
の
一
位
を
与
え
た
。
油
絞
り
以
外

の
仕
事
だ
と
、
煙
草
銭
は
十
日
に
一
回
支
給
。
そ
の
額
二
百
文
を
超
え
た
場
合
は
半
分
、
二
百
文
未
満
の
場
合
は
三
分
の
一
を
前
述
の
よ
う

に
強
制
貯
金
さ
せ
、
放
免
の
日
に
積
立
て
た
も
の
を
渡
し
た
(
一六
保
十
五
年
当
時
)
。
実
与
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
今
日
の
刑
務
所
に
お
け

る
と
殆
ん
ど
変
り
が
な
い
。

「
手
業
」
と
い
う
一
言
葉
も
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
多
少
異
っ
た
意
味
に
解
さ
れ
て
い
た
が
、
宜
同
揚
に
お
い
て
は
多
く
特
殊
の
手
先
の
仕
事
、
細

工
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
随
っ
て
既
に
の
べ
た
よ
う
に
油
絞
り
な
ど
に
は
特
別
な
手
業
一
を
も
ち
あ
わ
せ
な
い
者
が

当
て
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
外
、
こ
う
云
っ
た
特
別
な
手
業
の
な
い
者
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
雇
穣
と
し
て
場
外
で
働
か
せ
る
ほ
か
川

設
を
始
め
と
し
、
道
路
、
橋
梁
、
官
街
地
目
請
な
ど
の
際
の
人
足
と
し
て
も
働
か
せ
た
。
註
(
ぢ
百
姓
の
経
験
あ
る
者
は
な
る
べ
く
そ
の
経
験
を

活
か
し
、
上
郷
村
の
人
足
寄
場
の
あ
っ
た
聞
は
主
と
し
て
こ
こ
に
送
っ
て
開
墾
に
従
事
せ

L
め
た
の
で
あ
っ
た
。
附
屋
敷
地
の
中
二
千
坪
余

に
寄
場
人
足
達
の
日
々
の
食
用
に
供
す
べ
き
野
菜
類
を
栽
培
せ
し
め
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
寄
場
人
足
中
追
放
刑
に
相
当
し
た
者
比
入
所
期
限
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
体
こ
う
し
た
連
申
は
満
期
前
三
ヶ
月
の
頃
か
ら
、
外
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。

使
と
称
し
、
市
中
へ
の
賞
物
使
い
な
ど
の
雑
務
に
あ
た
ら
せ
、
日
用
品
の
現
金
貨
出
し
あ
百
一
い
は
製
作
品
の
運
搬
な
ど
を
さ
せ
た
と
い
う
。

「
満
期
前
三
ヶ
月
」
と
い
う
数
字
は
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
に
レ
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
何
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
明
か
で
な

い
c

追
放
刑
以
外
の
人
足
ほ
随
時
「
外
使
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

寛
政
四
年
十
二
用
、
寄
場
奉
行
村
田
鉄
太
郎
の
人
足
一
同
に
対
す
る
申
渡
の
中
に
既
に
、
「
外
使
」

註
(
管
な
る
言
葉
が
見
え
て
い
る
か
ら

霊
場
創
設
出
「
一
初
か
ら
の
制
度
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
享
和
三
年
(
か
日
)
に
霊
場
人
足
二
名
が
逃
亡
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
際
の
書

類
に
註
〈
ゼ
「
壱
人
は
兼
而
外
使
申
付
置
候
処
出
先
市
中
三
間
質
物
致
度
段
差
添
候
下
役
江
申
偽
赴
去
」
っ
た
と
あ
る
。
下
役
を
差
添
え
て
レ

た
と
い
う
か
ら
に
は
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
に
考
え
て
し
る
よ
う
な
「
信
用
制
度
」
そ
あ
っ
た
か
否
か
疑
わ
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

作
業
の
中
で
は
、
後
期
に
お
い
之
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
た
り
は
油
絞
り
た
あ
っ
た
。
一
穴
保
十
二
年
(
ト
」
ハ
)
以
前
に
お
い
て
は
前
述
し

た
よ
う
な
種
類
の
手
業
と
云
っ
て
も
、
そ
の
一
つ
一
つ
は
極
め
て
小
規
模
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
「
手
明
之
も
の
部
屋
内

一
一
一
向
巳
罷
在
候
而
自
然
諾
病
相
発
し
死
亡
之
も
の
多
罷
成
」
っ
た
実
状
で
あ
る
が
、
天
保
十
二
年
泊
絞
り
を
開
始
じ
て
か
ら
、
二
三
年
の
聞

に
、
大
体
毎
日
二
百
人
程
ハ
各
種
の
手
業
は
合
計
し
て
百
人
余
)
を
こ
の
仕
事
に
吸
収
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
弘
化
元
年
三

月
(
肱
)
の
墳
に
お
い
て
、
「
手
明
之
も
の
弐
百
人
程
も
有
之
」
る
始
末
で
、
自
然
ご
も
ご
ろ
し
て
い
る
だ
け
で
運
動
不
足
に
た
り
病
気
に

な
る
斎
も
多
か
っ
た
。
註
徐
)
し
か
ら
ば
最
ゐ
多
く
の
人
数
を
吸
収
し
え
た
油
絞
り
が
快
適
な
仕
事
で
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、
事
実
は
全
く
こ

れ
に
反
し
た
。
泊
絞
り
が
多
く
の
人
員
を
殴
収
し
え
た
だ
け
に
勢
い
か
作
り
苛
酷
た
労
働
条
件
と
な
っ
た
の
で
天
保
十
五
年
五
用
に
至
り
、

人
足
七
人
が
堪
え
か
ね
て
逃
亡
を
計
る
と
い
う
事
件
が
お
き
た
。
事
は
未
然
に
発
覚
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
究
明
の
た
め
町
奉
行
は

直
に
御
目
付
及
び
定
組
り
に
対
し
秘
か
に
探
索
す
ベ
く
命
を
下
し
た
ο

そ
の
結
呆
逃
亡
を
企
て
た
原
因
の
¥
王
な
る
も
の
は
、
治
絞
り
の
労
働

が
余
り
に
も
重
い
こ
と
、
食
料
の
給
与
が
こ
の
重
労
働
に
対
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
寄
場
に
お
け
る
こ
つ
の
井
戸
に
よ
る
飲
料
水
の

水
質
が
極
め
て
悪
い
こ
と
の
三
点
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
労
働
過
重
の
点
は
し
ば
ら
く
お
き
、
他
の
二
点
は
当
然
改
善
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
食
糧
を
増
給
し
、
飲
料
、
炊
事
用
水
は
上
水
を
取
寄
せ
用
い
る
に
至
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
油
絞
り
は
頭
取
一
人
、
地
柄
揖
向
打

兼
二
人
、
初
煎
と
唱
え
る
菜
種
を
煎
る
者
一
人
、
油
〆
一
人
計
五
人
が
一
組
を
な
し
て
、
仕
事
に
当
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
天
保

十
五
年
二
月
中
か
ら
頭
取
一
人
、
地
柄
揖
向
打
、
初
取
、
抽
〆
と
も
二
人
、
都
合
三
人
を
一
組
と
し
て
、
従
来
五
人
で
し
て
い
た
仕
事
佐
負

担
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め
朝
は
六
ツ
時
過
か
ら
出
て
夕
刻
迄
骨
折
っ
て
働
き
、
良
型
地
柄
揖
向
打
の
役
に
つ
い
た
者
の
如
き
は
寸
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暇
も
え
ら
れ
ず
、
盛
相
飯
を
常
一
-
に
う
け
て
、
こ
れ
を
嘆
し
つ
つ
就
役
す
る
実
状
陀
あ
っ
た
1

註
(
習
も
と
も
と
は
、
代
る
が
わ
る
に
食
事
没
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
間
も
十
分
で
な
レ
の
で
、
や
む
を
え
ず
飯
を
手
拭
に
包
み
部
屋
の
中
に
か
く
し
て
お
く
も
の
も
あ
っ
た
。
随
っ
て

よ
ほ
ど
身
体
の
よ
い
者
で
な
く
て
は
堪
え
切
れ
な
か
っ
た
ο

し
か
も
下
役
は
毎
日
の
油
の
出
来
高
を
調
査
し
、
ノ
ル
マ
に
達
し
な
-
い
者
は
不

精
か
ら
出
て
い
る
も
の
と
し
て
厳
し
く
叱
り
、
帯
び
て
い
る
木
刀
で
な
ぐ
り
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
も
屡
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
元
来
働
き
者

で
寄
場
人
日
比
に
な
る
よ
う
な
者
は
殆
ん
ど
な
く
、
人
足
め
多
く
は
怠
惰
者
で
あ
る
か
ら
、
俄
か
に
朝
か
ら
晩
ま
で
働
か
さ
れ
る
と
節
々
が
痛

い。
.
何
と
か
休
み
た
い
と
い
う
の
で
気
分
が
悪
い
か
ら
と
か
、
僅
か
の
怪
我
を
大
げ
さ
に
至
っ
て
早
退
を
し
よ
う
と
す
る
と
折
櫨
を

P

つ
け

る
。
お
腹
が
痛
レ
か
ら
休
ま
せ
て
呉
れ
と
申
立
て
る
と
、
役
所
に
呼
び
だ
し
、
仰
向
け
に
し
、
手
足
を
押
え
、
支
を
径
一
寸
位
に
ひ
ね
り
併

に
灸
を
据
え
る
の
で
、
と
て
も
真
実
の
腹
痛
で
な
く
て
は
一
日
で
も
休
む
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
】
よ
う
な
悪
条
件
に
加
え
て
、
天
保

十
五
年
当
時
こ
こ
に
寄
場
人
足
を
喰
い
物
に
す
る
所
謂
、
グ
ニ
の
よ
う
な
有
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
寄
場
の
対
岸
、
霊
巌
島
長
崎
二

町
目
平
六
の
庄
子
、
栄
次
と
い
う
寄
場
人
た
あ
が
り
の
男
で
あ
っ
た
。
彼
は
も
と
布
施
村
無
宿
で
あ
り
、
寄
場
に
収
容
せ
ら
れ
た
が
、
非
常

に
精
勤
し
た
た
め
、
下
物
金
(
褒
美
金
)
を
貰
い
、
釈
放
後
も
寄
場
に
そ
の
ま
ま
勤
め
、
Z

人
保
十
二
年
当
時
油
絞
り
事
業
を
開
始
す
る
煩
か

ら、
・
い
ろ
い
ろ
尽
力
し
、
寄
場
差
配
人
も
し
、
役
人
に
と
り
い
る
こ
と
も
巧
み
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
気
受
も
よ
か
っ
た
。
彼
は
干
肴
そ
の

他
、
お
菜
に
な
る
物
を
つ
く
っ
て
寄
場
に
も
っ
て
来
て
は
人
足
達
に
う
り
つ
け
た
。
人
足
達
は
腹
め
へ
る
ま
ま
に
前
後
の
考
も
な
く
十
日
ま

た
は
十
五
日
目
に
支
給
さ
れ
る
多
葉
粉
銭
を
引
あ
て
に
彼
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
買
食
い
し
、
多
葉
粉
銭
を
貰
っ
て
も
右
か
ら
左
へ
彼
に

と
ゐ
れ
、
そ
の
時
に
な
っ
て
後
悔
し
て
も
及
ば
な
い
有
様
一
℃
あ
っ
た
。
ま
た
追
放
刑
の
適
用
を
う
け
て
寄
場
入
り
を
し
た
者
は
寄
場
国
外
の

所
用
に
は
使
役
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
、
そ
れ
以
外
の
軽
非
者
が
外
出

(
1
外
使
)
と
な
っ
て
町
中
に
伎
に
出
る
よ
う
な
時
に
、
そ
れ
に
依

頼
し
て
買
物
を
し
て
来
て
貰
う
習
慣
で
あ
っ
た
。
外
佼
と
な
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
を
利
用
し
、
八
十
文
の
口
聞
を
買
っ
て
帰
り
、
依
頼
者
へ
は

吉
文
で
う
り
、
F

そ
の
差
顔
十
九
文
(
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
九
六
銭
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
)
を
手
数
料
、
利
益
と
し
て
自
分
の
懐
に
入
れ

て
い
た
。
寄
場
と
し
て
は
殆
ん
ど
公
然
こ
れ
を
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
る
に
入
用
の
品
物
は
す
べ
て
栄
次
の
手
を
経
由
し
な
く
て
は
栄
次
の
う
け
'
ゅ
よ
く
な
い
し
、
外
使
と
な
っ
た
も
の
も
従
来
の
よ
う
に

す
る
と
栄
次
に
ひ
ど
く
憎
ま
れ
る
の
で
、
自
然
、
品
物
の
購
入
依
頼
を
断
ら
ざ
る
を
符
な
く
な
り
、
外
伎
と
な
っ
て
も
、
何
ら
の
利
得
も
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
栄
次
に
依
頼
し
て
入
手
し
た
品
物
が
、
外
出
者
に
依
頼
し
た
時
の
物
よ
り
品
質
が
劣
っ
て
い
て
も
、
栄
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次
の
権
威
に
恐
れ
を
な
し
、
心
な
ら
ず
も
そ
の
ま
ま
受
け
と
っ
て
お
く
と

い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
栄
次
以
外
に
も
二
三
人
寄
場
人
足
上
り
で

遇
っ
て
来
る
男
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
役
人
が
格
別
に
自
を
か
け
る
訳
モ
も
な
い
の
で
従
っ

て
栄
次
ほ
ど
に
は
実
害
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
ふ
めっ

た
。
目
付
の
内
偵
害
上
申
の
結
果
、
「
栄
次
と
申
も
の
不
時
之
筋
有
之
趣
ニ
候
得
は
得
と
取
調
」
べ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の

の
、
そ
の
結
末
は
ど
う
な
っ
た
か
は
遺
憾
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
註
(
冗
)

上
に
食
事
の
こ
と
を
の
ベ
て
来
た
の
で
、
こ
こ
に
は
寄
場
の
全
般
的
な
食
事
に
つ
い
て
の
べ
て
お
く
。
主
食
は
米
麦
の
混
炊
で
、
そ
の
具

体
的
な
量
の
数
字
は
後
述
す
る
「
経
費
」
の
項
に
大
き
な
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
寛
政
五
年
(
主

)
度
は
一
年
を
平
均
し
て
一
人
一

日
、
き
一
合
四
勺
二
才
余
、
割
麦
二
合
四
勺
三
才
余
、
米
麦
計
五
合
八
勺
六
才
余
、
文
化
十
四
年
(
一
切
)
度
は
同
じ
く
、
米
四
ム
口
五
勺
四
才

余
、
割
麦
二
ム
口
四
勺
二
才
余
、
米
麦
詐
六
合
六
勺
九
才
余
、
弘
化
二
年

(mZ)度
ほ
同
じ
く
米
二
合
九
勺
七
才
余
、
割
麦
二
合
九
勺
七
才
余

米
麦
計
五
合
九
勺
五
才
余
、
こ
の
年
、
上
述
の
よ
う
な
油
絞
り
人
即
応
の
待
遇
問
題
が
お
き
た
後
の
こ
と
と
て
、
油
絞
り
人
足
に
対
し
て
の
み

増
配
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
、
米
一
合
六
勺
余
、
割
麦
七
勺
六
才
余
、
米
麦
計
二
合
三
勺
七
才
余
。

註
(η
)
此
上
の
数
字
は
平
均
で
あ
り

大
体
男
子

一
人
六
合
前
後
、
泊
絞
り
の
人
足
は
八
合
半
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
天
保
十
三
年
当
時
の
規
定
に
よ
る
と
、
手
明
き
の

ま
ま
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
男
子
は
玄
米
二
合
一
勺
六
才
、
白
米
二
合
五
勺
、
割
麦
二
合
五
勺
、
味
噌
二
十
七
匁
、
女
子
は
玄
米
二
合
一
勺
六

才
、
白
米
二
合
、
割
麦
二
合
、
味
噌
二
十
二
匁
、
手
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
、
男
子
、
玄
米
二
合
七
勺
、
白
米
三
合
五
勺
、
割
麦
二
合
五

勺
、
味
唾
三
十
二
匁
、
女
子
、
玄
米
二
合
忠
勺
、
白
米
二
合
五
勺
、
割
麦
二
合
五
勺
、
味
噌
二
十
七
匁
、
病
人
の
場
合
。
男
子
、
玄
米
一
合

六
勺
二
才
、
白
米
二
合
二
勺
五
才
、
割
麦
二
合
二
勺
五
才
、
味
噌
ベ
十
六
復
。
女
子
、
玄
米
一
合
六
勺
二
才
、
白
米
一
合
五
勺
、
割
麦
二
合
、

味
噌
十
四
h
t
o

註
込
)
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
天
保
十
五
年
の
大
量
逃
亡
計
画
発
覚
後
の
泊
絞
り
人
日
比
に
対
す
る
特
配
、

増
配
分
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
先
ず
重
労
働
者
に
は
ほ
ぼ
一
升
の
支
給
が
あ
っ
た
訳
に
な
る
o

前
述
の
平
均
値
か
ら
算
出
し
た
八
合
五
勺
見

当
よ
り
は
、
こ
の
一
升
見
当
と
い
う
数
値
に
従
う
へ
き
で
あ
ろ
う
。
副
食
は
朝
夕
は
味
噌
汁
、
昼
食
に
は
多
葉
粉
銭
の
う
も
か
ら
一
日
五
文

ず
つ
差
引
い
て
、
香
の
も
の
、
あ
る
い
は
い
さ
さ
か
な
る
お
惣
菜
を
こ
し
ら
え
て
与
え
た
。
日
本
人
の
食
事
に
共
通
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

と
に
か
く
組
食
大
量
主
義
で
あ
り
、
蛋
白
質
の
供
給
源
を
専
ら
味
噌
に
仰
い
で
い
た
。
こ
れ
で
は
空
腹
を
覚
え
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
が
恐

ら
く
は
、
前
述
の
栄
次
の
よ
う
な
グ
ニ
的
有
在
を
は
び
こ
ら
し
め
た
根
本
の
因
の
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
右
は
油
絞
り
の
重
労
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働
に
従
事
す
る
も
の
へ
の
支
給
で
あ
る
。
随
っ
て
、
一
般
に
は
そ
れ
以
下
で
、
平
均
値
以
下
の
も
の
も
勿
論
あ
っ
た
。
油
絞
り
の
仕
事
に
関

聯
は
あ
る
に
し
て
も
、
油
蔵
、
種
蔵
の
尾
張
番
人
足
、
あ
る
い
日
袋
造
り
、
髪
結
そ
の
他
の
肉
体
的
に
楽
と
考
え
ら
れ
る
人
足
に
対
し
て
は

「
揚
げ
度
盛
相
」
と
唱
え
、
厚
さ
五
分
程
の
板
を
震
に
入
れ
、
飯
を
盛
り
、
病
気
と
称
し
て
仕
事
を
退
い
た
者
に
対
し
て
は
底
板
を
二
枚
入

れ
た
の
守
、
極
く
の
重
病
人
で
で
も
な
い
限
り
普
通
の
病
人
で
は
食
事
の
足
り
る
筈
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
「
盛
相
」
に
底
板
を
入

れ
、
減
L
を
つ
け
る
際
の
出
自
は
ど
う
や
ら
元
締
役
句
役
得
で
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
炊
飯
用
の
竃
は
各
部
毎
に
設
け
ら
れ
て
お
り

「
一
と
部
屋
毎
一
一
人
足
共
之
内
見
立
一
人
ツ
、
卯
昨
役
有
之
日
々
元
締
役
よ
り
米
飽
割
味
噌
等
同
下
役
立
合

W.時
一
役
受
取
都
て
食
事
持
致
」

す
の
ご
あ
っ
た
。
註
(
江
)

正
且
三
箇
日
は
、
雑
煮
餅
、
鮭
の
塩
引
な
ど
を
給
し
、
寄
場
開
場
記
念
日
、
稲
荷
祭
の
日
に
は
赤
飯
、
汗
、
菜
を
与
え
、
五
節
句
社
休
業

と
し
て
赤
飯
を
与
え
、
そ
の
中
の
七
み
忙
は
索
麺
を
出
し
た
。
ま
た
暑
中
に

H
必
ず
一
度
は
鯖
汁
を
苧
ぇ
、
月
見
に
は
因
子
汁
船
出
た
。
註

(
九
)
江
戸
会
誌
に
暑
中
に
は
日
々
、
際
邪
湯
を
給
与
し
た
と
あ
る
が
、
同
肝
邪
湯
の
正
体
は
枇
杷
葉
湯
司吹
き
で
占
め
っ
た
ー

衣
類
は
寄
場
入
り
の
際
、
著
用
し
て
い
た
物
は
一
切
、
役
所
へ
あ
ず
け
、
註
(
巴
支
給
さ
れ
た
柿
色
へ
水
玉
模
様
を
白
く
染
出
し
た
四
季
施

(
仕
著
)
を
著
用

L
た
。
こ
の
水
玉
の
数
も
一
年
毎
に
す
く
な
い
も
の
に
か
え
ら
れ
、

三
年
を
経
過
す
れ
ば
無
地
の
柿
色
と
な
っ
た
。
随
っ

て
箸
衣
を
一
見
す
れ
ば
、
入
所
後
何
年
を
た
っ
て
い
る
か
が
直
ぐ
分
か
っ
た
。
ま
た
役
附
の
人
足
も
無
地
の
衣
服
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

生
地
を
以
て
、
冬
場
付
袷
、
夏
場
は
単
衣
と
し
て
わ
た
し
た
。
柿
色
を
採
用
し
た
の
は
、
既
に
長
谷
川
平
蔵
の
時
か
ら
の
こ
と
ら
し
い
が
こ

れ
が
最
下
等
の
安
染
め
で
あ
っ
た
こ
と
と
一
般
人
が
そ
の
薯
衣
に
柿
色
無
地
な
ど
を
用
い
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
よ
る
と
見
て
よ
い
。

註
(
花
)

と
こ
ろ
で
、
人
足
達
は
際
さ
え
あ
れ
ば
脱
走
を
企
て
て
成
功
す
る
者
も
あ
っ
た
し
、
死
亡
者
も
出
る
。
そ
の
衣
類
は
年
二
回
入
札
に
よ
っ

て
払
下
げ
、
そ
の
代
金
一
間
不
浄
金
と
唱
え
て
、
霊
場
で
積
立
て
て
い
た
。
交
政
五
年
(
一
一
一
一
羽
)
以
来
、
こ
の
よ
う
な
払
下
ぐ
べ
き
布
子
、
袷
、

単
物
の
類
は
な
る
べ
く
払
下
げ
ず
に
囲
っ
て
お
い
て
、
入
足
達
の
蒲
団
の
修
繕
切
地
に
用
い
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
ま
た
寄
場
入
り
の
際
の
衣

類
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
場
合
は
や
は
り
こ
の
年
ま
で
は
洗
濯
の
上
、
帯
地
に
用
い
て
い
た
の
を
、
こ
れ
ま
た
蒲
団
の
修
理
切
れ
と
し
、
帯

地
の
方
は
、
御
四
季
施
木
綿
を
以
て
こ
れ
に
充
て
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
蒲
団
そ
の
も
の
も
こ
の
年
迄
は
一
人
一
枚
の
支
給
で
あ
っ
た
。
(
枕

は
木
枕
で
あ
っ
た
ou
勿
論
、
安
価
な
も
の
を
購
入
支
給
し
た
の
で
あ
る
か
ら
一
冬
も
て
ば
よ
い
方
で
、
年
々
新
規
購
入
で
あ
っ
た
1

そ
れ
を
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四

こ
の
年
、
五
布
蒲
団
を
三
人
に
つ
き
一
枚
支
給
と
い
う
こ
と
に
切
か
え
た
の
で
お
お
。
し
か
も
古
綿
打
直
し
、
表
裏
と
も
、
使
え
る
だ
け
古

蒲
団
の
か
わ
、
単
物
地
な
ど
を
利
用
し
た
も
の
と
し
た
。
勿
論
、

三
人
が
一
枚
の
蒲
団
と
い
う
以
上
、
湿
病
(
皮
癖
湿
疹
な
ど
U

の
者
を
健

康
休
と
一
組
に
は
し
な
か
っ
た
。

投
附
人
足
中
の
頭
立
っ
た
下
物
書
並
に
世
話
役
と
も
五
人
に
対
し
て
は
従
前
と
同
じ
く
、

一一一
布
蒲
団
を
一
人
一
枚
の
割
で
給
与
し
た
。
そ

れ
以
外
の
役
附
人
見
に
対
し
て
も
迫
々
従
前
の
如
く
一
人
一
枚
支
給
せ
ル
と
ず
る
方
針
で
あ
っ
た
。

七
番
部
屋
に
坤
吟
す
右
重
病
人
に
対
し
て
は
、
手
業
場
で
藁
蒲
団
を
つ
く
ら
せ
て
、
こ
れ
を
用
い
さ
せ
た
。
芸
乃
〉
藁
蒲
団
必
ず
し
も
悪
い

も
の
で
も
な
か
ろ
う
が
、
い
さ
さ
か
非
人
道
的
な
感
門
仇
す
る
。

大
体
こ
の
藁
蒲
団
と
近
い
寝
子
駄
は
一
般
に
人
足
部
屋
の
中
に
敷
い
て
い
た
も
の
で
、
世
話
役
及
び
病
室
の
み
は
無
様
の
琉
球
畳
を
敷
い

た
。
告
別
)
室
内
に
は
火
炉
が
あ
り
、
冬
季
は
薪
を
燃
し
て
陵
を
と
ら
し
め
、
あ
る
い
は
喫
煙
、
あ
る
レ
は
煮
焼
す
る
を
許
し
た
。
差
別
〉
そ
れ

と
同
時
に
毎
室
と
も
夜
中
は
殊
に
火
を
警
し
め
、
主
ハ
外
取
締
の
た
め
人
足
二
人
ず
つ
不
寝
番
と
し
、
拍
子
木
を
う
た
せ
た
。
空
ヴ
入
足
部
屋

の
戸
は
当
番
の
元
締
役
立
合
レ
で
見
張
鍵
役
が
開
い
て
、
人
口
北
を
出
し
手
業
に
つ
か
し
め
、
夕
刻
に
は
ま
た
人
足
の
蒼
到
を
つ
け
て
部
屋
の

中
に
入
れ
た
。

註
(
幻
)
し
か
し
、
日
中
、
手
業
場
に
は
別
に
締
り
は
無
く
自
由
に
出
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
点
が
浅
草
の
非
人
寄
場
と

の
大
き
な
差
異
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
実
例
)

こ
の
よ
う
に
割
合
に
人
足
の
取
扱
い
に
ル
ー
ズ
な
点
も
あ
っ
た
の
で
逃
亡
す
る
者
も
ち
ょ
い
ち
ょ
い
出
た
。
そ
こ
で
天
保
十
四
年
(
監
)

に
は
、
水
玉
模
様
の
四
季
施
だ
け
で
は
、
脱
ぎ
す
て
ら
れ
る
と
、
全
く
平
人
と
区
別
す
る
目
標
が
・
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
逃
亡
者
逮
捕
上
困

難
を
感
ず
る
。
よ
ろ
し
く
寛
政
年
中
K
年
限
を
限
り
寄
場
入
り
仰
付
け
ら
れ
た
人
足
ど
も
に
対
し
て
実
施
し
た
よ
う
に
、
男
子
は
片
眉
剃
落

し
、
女
子
は
切
禿
に
す
べ
し
と
の
目
附
榊
原
主
計
頭
の
意
見
と
、
一
般
に
そ
れ
程
迄
に
す
る
必
要
は
な
く
ご
く
重
罪
と
思
わ
れ
る
者
の
み
に

実
施
す
れ
ば
事
足
る
べ
し
と
の
町
奉
行
阿
部
遠
江
守
の
考
と
の
こ
説
が
現
れ
た
Y

寺
社
、
江
戸
町
、
勘
定
三
奉
行
漣
暑
の
上
、
阿
部
遠
江
守

の
意
見
を
支
持
し
、
こ
の
採
用
方
の
し
か
る
べ
き
を
老
中
に
答
申
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
死
罪
に
処
す
べ
し
と
寄
場
脱
走
防
止
の
た

め
に
お
ど
し
て
見
て
も
、
脱
走
す
る
者
は
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
眉
の
剃
落
し
と
か
切
禿
に
す
る
と
か
の
「
異
体
之
厳
法
相
立
候

者
、
好
候
筋
ニ
も
有
三
御
座
一
間
敷
候
問
、
右
目
印
之
儀
ハ
、
先
ヅ
仕
来
之
通
」
り
に
据
置
く
方
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
い
う
に
落
著
し
た
の
で

あ
る
。

聖
路
)
要
す
る
に
男
女
人
足
何
れ
も
髪
形
な
ど
で
は
常
人
と
何
ら
の
差
は
な
く
、
既
婚
女
子
に
は
鉄
紫
を
つ
け
し
め
た
。

註
戸別)
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五

更
に
病
人
の
取
扱
方
に
つ
い
て
見
る
と
、
重
症
に
躍
っ
た
者
は
七
番
部
屋
(
あ
る
い
は
八
番
部
屋
)
と
称
せ
ら
れ
た
病
人
室
に
移
し
、
世

話
役
及
び
平
人
足
の
う
ち
よ
り
年
か
さ
の
看
護
人
を
選
び
つ
け
お
い
て
、
厚
く
介
栴
せ
し
め
、
薬
餌
を
与
え
た
。
軽
症
の
病
人
で
も
自
室
で

服
薬
せ
し
め
、
湿
病
な
ど
を
患
う
者
は
日
々
薬
湯
に
浴
せ
し
め
た
。

註
(
幻
)
年
代
不
詳
の
人
足
寄
場
配
置
図
に
は
同
一
建
物
に
平
湯
、
薬
湯
と

な
ら
べ
記
入
し
て
あ
る
。
病
人
の
食
事
は
、
前
述
の
如
く
、
男
子
は
玄
米
一
合
六
勺
二
才
、
白
米
二
合
二
勺
五
才
、
割
麦
二
合
二
勺
五
才
、

味
噌
十
六
匁
、
女
子
は
玄
米
一
合
六
勺
二
才
、
白
米
一
合
五
勺
、
割
麦
二
合
、
味
噌
十
四
匁
の
給
与
で
ハ
天
保
十
三
年
当
時
)
註
(
号
、
よ
ほ

ど
の
重
症
で
な
い
限
り
、
空
腹
を
し
の
ぎ
か
ね
た
。
芸
的
)
し
か
し
手
業
に
よ
る
溜
銭
は
病
気
の
際
は
引
出
し
、
使
用
す
る
を
許
し
、
太
人
の

晴
好
に
応
じ
塩
梅
醤
鼓
そ
の
他
を
購
入
せ
し
め
た
。
医
師
は
病
人
次
第
に
毎
日
ま
た
は
隔
日
に
来
診
し
た
。
薬
物
は
時
価
購
入
で
、
来
診
が

食
事
時
に
及
べ
ば
寄
場
経
費
の
中
か
ら
の
費
用
で
、
一
汁
一
菜
の
飯
を
供
し
た
。
註
(
卯
)
但
し
、
寄
場
人
足
の
中
に
も
、
医
術
の
心
得
の
あ
る

者
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
利
用
し
、
療
治
に
当
ら
せ
て
い
た
も
め
、
，の
如
く
で
あ
る
。
性
別
)

こ
れ
ら
病
人
に
対
す
る
規
定
を
見
る
と
、
創
立
当
初
の
寛
政
二
年
(
友
)
一
一
月
二
十
六
日
附
の
松
平
津
信
の
御
渡
し
註
(
幻
)
に
は
、

一
、
重
病
又
ハ
長
病
之
分
、
溜
江
預
け
申
付
、
か
ろ
き
義
ハ
寄
場
に
て
手
当
可
コ
串
付
一
候

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
来
、
長
谷
川
平
蔵
の
考
を
上
申
し
、
そ
の
よ
う
に
取
計
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
ゐ
る
が
、
そ
の
後
直
ぐ
平
蔵
は

思
い
直
し
、
三
月
二
日
に
は
、
一
日
一
寄
場
に
入
れ
た
者
を
ま
た
溜
に
入
れ
非
人
共
に
取
扱
わ
せ
る
の
も
い
か
が
で
あ
ろ
う
し
、
寄
場
内
の
情

報
が
溜
の
方
へ
漏
決
す
る
の
恐
れ
も
あ
る
か
ら
、
寄
場
内
に
病
人
小
屋
一
ケ
所
補
理
し
、
こ
こ
で
療
養
さ
せ
る
ζ

と
に
致
し
た
い
。
溜
よ
り

寄
場
の
方
が
手
当
も

4
く
行
届
く
か
ら
、
自
然
他
の
人
足
に
も
好
感
を
以
て
迎
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
経
費
は
寄
場
で
は
か
さ

み
、
溜
で
は
減
る
こ
と
に
な
る
が
、
全
体
と
し
て
見
る
時
、
や
は
り
大
き
な
節
約
に
な
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
朝

令
暮
改
の
傾
き
も
あ
る
か
で
、
採
用
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
註
(
関
〉
同
年
十
一
月
の
容
場
人
足
御
仕
置
並
心
得
宝
門
註
(
ぎ
に
は
、

一
、
癒
病
叉
者
療
毒
之
類
、
湯
治
致
し
度
回
目
相
願
候
ハ
パ
相
応
之
草
軽
銭
差
遣
不
r
及
v
伺
放
遣
苛
v
申
候

と
見
え
て
い
る
。
恐
ら
く
寄
場
に
送
ら
れ
て
来
た
連
中
の
中
に
は
こ
の
種
の
病
に
躍
っ
て
い
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛

政
九
年
(
む
)
度
の
霊
場
人
足
仕
置
並
心
得
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
箇
条
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
せ
ら
れ
て
い
る
o

当
時
こ
れ
ら
の
病
気
は
何
と

も
始
末
に
負
え

f
、
甚
だ
責
任
逃
れ
の
よ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
た
だ
寄
場
か
ら
態
よ
く
追
払
う
以
外
に
は
と
る
べ
き
方
策
も
見
出
し
え
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
註
(
%
以
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」ー
ノ、

以
上
の
清
人
仁
対
す
る
扱
い
の
記
述
を
昆
る
と
、
い
か
に
も
親
切
で
行
届
い
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
事
実
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
の

通
り
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
リ

天
保
改
革
の
際
、
元
町
奉
行
矢
部
駿
河
守
も
モ
の
下
僚
と
と
も
に
罪
を
え
た
程
で
、
封
建
支
配
階
級
に
く
い
こ
ん
で
い
た
頚
廃
の
病
毒
は

既
に
救
い
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
み
め
る
。
請
託
、
賄
賂
の
横
行
は
自
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。
地
獄
め
沙
汰
も
何
と
や
ら
で
、
溜

銭
で
も
多
く
、
有
効
に
こ
れ
を
掛
役
人
に
賂
い
す
る
か
、
親
類
縁
者
で
働
き
か
け
て
く
れ
る
よ
う
な
人
達
恥
あ
っ
た
場
合
に
は
比
較
的
よ
か

っ
た
で
あ
ろ
う
知
、
さ
も
な
い
場
合
は
よ
ほ
ど
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
1

幕
末
混
乱
期
に
お
い
て
は
病
室
は
相
当
の
惨
状
を
呈
し
て

お
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
足
の
死
亡
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
久
間
長
敬
の
思
い
出
「
滑
陰
筆
記
」
に
よ
る
と
病
室
た
る
八
番
部
屋

‘

の
「
人
目
見
に
死
亡
者
あ
れ
ば
町
方
与
力
見
廻
り
の
時
に
検
分
し
た
り
。
病
室
及
死
体
の
有
様
甚
だ
不
潔
に
し
て
悪
臭
あ
り
、
今
に
思
ひ
出
し

て
も
不
快
を
覚
ゆ
る
程
な
り
。
そ
れ
を
し
き
み
の
葉
を
嬬
ベ
て
紛
ら
し
た
り
。
室
外
へ
出
る
と
塩
を
播
き
た
り
。
」

と
あ
り
、
悲
惨
な
有
様
を
伝
え
て
い
る
。
こ
め
よ
う
な
死
に
至
る
重
病
者
で
な
く
と
も
、
皮
癖
な
ど
の
皮
膚
病
の
蔓
廷
は
ひ
ど
い
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
註
(
関
)

死
亡
者
は
有
宿
者
は
保
護
者
に
通
告
し
て
死
骸
を
引
渡
じ
、

註
(
仰
)
無
宿
者
は
元
締
役
、
同
下
役
・
む
う
ち
鍵
伎
の
も
の
が
町
方
与
力
同
心
、

小
人
目
付
と
立
合
検
死
の
上
、
千
住
な
る
回
向
院
の
墓
地
に
送
っ
て
埋
葬
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
寄
場
下
役
一
名
が
差
添
い
、
人

足
の
う
ち
か
ら
手
代
り
と
も
三
人
問
え

b
ば
れ
て
運
搬
し
て
い
っ
た
。
註
(
卵
)

註

ハ
幻
〉
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
「
人
足
寄
場
附
属
地
之
件
」
享
保
三
年
(
?
)
十
月
、
栗
田
喜
兵
衛
伺

(
詑
)
「
宝
暦
現
来
集
」

(
お
)
註
(
幻
〉
(
泣
)
に
同
じ
。
ま
た
「
張
紙
留
」
に

一
、
人
足
寄
場
地
所
内
一
一
建
置
候
空
米
会
所
御
払
之
節
立
ム
口
御
目
付
方
-
一
不
構
町
方
計
-
一
一

m取
計
侯
車
、
右
者
寛
政
十
二
申
年
三
月
取
計
候
事

と
見
え
て
い
る
。

(
担
)
註
(
幻
)
に
同
じ
。

(
お
〉
大
田
南
畝
「
一
話
一
一
一
吉
r
」
所
収
「
加
役
方
人
足
寄
場
絵
図
」
に
は
「
二
百
四
十
九
間
五
尺
七
寸
」
と
あ
り
、
「
安
政
三
年
津
浪
損
御
普
請
御
用
留
」

の
「
寄
場
破
損
ケ
所
書
付
」
に
は
「
一
、
外
構
丸
太
矢
来
寄
而
E
7
延
弐
百
六
拾
入
間
」
の
数
字
が
目
下
え
て
い
る
。
な
ぼ
こ
の
書
類
は
今
次
の
戦
火
で
焼
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失
し
た
も
の
ら
し
い
。
い
ま
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
に
ひ
く
と
こ
ろ
に
よ
る
。
以
下
閉
じ
。

(
叩

C

「
江
南
会
誌
」
二
ノ
八

(
幻
)
「
市
中
取
締
類
集
」
人
足
寄
場
ノ
部

天
保
十
三
年
十
二
月
|
|
天
保
十
四
年
四
月
、
寄
場
人
足
相
増
可
差
入
部
屋
建
増
相
成
侯
迄
無
宿
引
渡
取
計
方
之
犠
調

(
m

ぬ
)
六
番
部
屋
ま
で
で
あ
っ
た
も
の
が
、
夫
保
十
三
年
頃
一
部
屋
建
増
し
さ
れ
、
更
に
同
十
四
年
頃
も
う

一
部
屋
建
増
さ
れ
た
と
い
う
の
で
筋
は
通

る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
。
「
寄
場
役
所
、
日
出
合
物
動
仕
留
」
た
る
も
の
は
今
次
の
戦
災
に
遭
っ
た
も
の
か
、
疎
開
で
紛
失
し
た
か

で
、
刑
務
協
会
で
は
見
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
の
続
者
、
辻
敬
助
氏
の
覚
書
こ
よ
る
と
、
こ
れ
は
一
字
和
二
年
へ
一
八
)

文
政
四
年
(
一
一
九
)
に
至
る
閣
の
室
豆
類
を
含
む
と
い
う
。
こ
の
中
の

t

Z

一一¥

覚
人
足
高
官
四
拾
六
人

司

五

人
下
物
室
田
弁
世
話
役
共
五
人
分
引

P

六
人
七
番
部
屋
重
病
之
者
引

〆
拾
壱
人

'

(
中
略
〉

a

午
九
月

'

h

元

〆

役

御
小
人
目
付
中

な
る
-
通
の
文
書
に
よ
る
と
、
既
に

「
七
番
部
屋
」

と
あ
る
。
享
和
二
年
よ
り
交
政
四
年
の
聞
で
「
午
」
の
年
と
い
え
ば
文
化
七
年
へ
一
八
J

し
ミ
£

/
一

O
¥

ぃ
。
ま
た
こ
の
年
の
こ
と
と
し
て
、
百
四
十
六
人
な
る
人
巴
数
は
寄
場
一
般
の
趨
勢
か
ら
し
て
、
極
め
て
妥
当
で
あ
る
。
既
に
寄
場
創
設
当
時
、
長

谷
川
平
蔵
か
ら
病
人
小
屋
の
補
理
を
願
出
し
て
い
る
程
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
病
人
部
屋
も
出
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
「
江
一
円
の
撃
」
と
い
わ
れ
た
火
事
の
こ
と
で
あ
る
。
「
新
張
紙
留
」
に
収
め
ら
れ
た
天
保
十
四
年
寸
二
月
の
寺
社
、
江
戸
町
、

勘

定
三
奉
行
の
人
足
目
印
に
つ
い
て
の
答
申
意
見
書
中
に
「
文
政
度
、
寄
場
類
焼
之
節
詩
書
物
焼
失
い
た
し
」
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
増
訂
武
江
年
表
に

j
ば
文
政
十
二
年
(
一一一肌
)
一
一
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
の
大
火
の
際
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
註
(
幻
)
の
文
書
の
続
き
に
、
天
保
斗
四
年
二
月
の
下
ケ
札
が
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
去
る
午
年
同
所
焼
失
」
し
た
と
見
え
る
。
牛
年
と

は
天
保
五
年
(
一一一臥
)
の
こ
と
で
、
二
月
七
日
の
大
火
で
焼
失
し
た
も
の
ら
し
い
(
増
訂
武
江
年
表
)
。

4二

Hosei University Repository



i¥. 

化
三
年
(
敗
)
正
月
の
大
火
で
も
寄
場
は
類
焼
の
厄
に
あ
っ
て
い
る
(
耳
目
錨
町
担
当
」
)
。

こ
う
見
て
来
る
と
、
そ
の
時
々
に
復
旧
建
築
さ
れ
る
際
に
、
予
算
の
関
係
な
ど
が
あ
っ
て
多
少
部
屋
数
や
模
様
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
「
宝
暦
現
来
集
」
の
数
も
ま
た
正
し
い
と
す
れ
ば
、
七
番
部
屋
ま
で
あ
っ
た
の
が
、
交
政
十
、
二
年
焼
失
後
、
六
番
部
屋
ま
で
と
し
て
再
建

¥

-

t
、、
ノ

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
の
自
序
は
夫
保
二
年
(
一一一
，ご
元
旦
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
天
保
五
年
に
ま
た
席
亡、

復
興
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
天
保
十
三
年
に
一
棟
、
更
に
十
四
年
頃
一
一
棟
薄
増
し
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
年
月
不
祥
の
「
人
足
寄
場
配
慣
図
」
は
図
中
に
天
保

十
二
年
創
設
の
油
絞
部
屋
が
見
山
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
夫
保
千
四
年
以
降
の
物
か
と
も
思
わ
れ
る
。
註
(
幻
〉
の
交
室
回
で
は
、
女
無
宿

を
再
収
容
す
る
に
当
っ
て
、
創
立
当
初
の
女
置
場
に
当
る
女
部
屋
を
建
て
る
必
要
が
生
じ
、
絵
図
面
二
枚
を
相
添
え
て
申
請
し
た
が
、
御
勝
手
方
、

御
勘
定
奉
行
な
ど
の
評
議
で
、
牛
か
ず
四
分
の
一
程
に
削
減
さ
れ
、
女
部
屋
と
か
一
手
業
場
は
業
当
つ
て
は
別
棟
と
す
る
必
要
な
く
将
来
、

人
数
が
多
く

手
狭
に
な
っ
た
場
合
、
女
手
業
場
を
別
棟
に
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と
の
こ
と
で
、

結
局
、
江
戸
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
、
鳥
居
間
斐
守
か
ら
寄
場
牽
行

に
「
害
付
一
通
絵
図
面
二
枚
返
上
」
さ
れ
て
い
る
バ
こ
の
絵
図
面
は
建
築
設
計
図
と
考
え
ら
れ
る
の
で
直
ち
に
そ
の
中
の
一
枚
が
「
人
足
寄
場
配
置

図
」
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
そ
う
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
図
に
「
女
手
業
場
」
が
「
女
部
屋
」
と
別
に
画
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、

設
計
図
と
も
、
そ
の
後
の
事
実
を
反
映
し
た
も
の
と
も

H

ど
ち
ら
に
も
う
け
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ら
に
安
政
三
年
ヘ一

八
J

八
月
二
十
五
日
の
大
暴
風
雨
の
後
の
容
易
奉
行
安
藤
伝
蔵
の
報
告
書

(安
政
三
年
津
波
損
御
普
誇
御
用
留
〉
に
も
、
再
建

f

五
六
、」

匂

主

に
は
緊
縮
財
政
の
培
地
か
ら
、
差
当
っ

て
必
要
度
の
う
す
い
建
物
は
繰
延
ぺ
に
す
る
方
針
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
必
要
再
建
々
築
の
仕
様
絵
図
面

を
添
え
た
と
断
っ
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
物
で
あ
る
や
も
は
か
り
難
い
。

〔
却
)

前
号
、
本
女
、
四
、
参
照

(
叩
〉
註
(
お
)
参
照

(
但
)
「
市
中
取
締
類
集
」
人
足
寄
場
ノ
詐
。
天
保
十
三
年
十

一
月

!
l十
四
年
二
月
。
人
足
寄
場
江
無
宿
女
差
遣
候
儀

一一
付
調
。
こ
の
交
書
に
よ
れ

ば
水
野
の
天
保
改
革
は
こ
こ
に
も
彰
響
を
与
え
、
江
戸
町
奉
行
渡
山
左
衛
門
炉
、
直
府
間
甲
斐
守
の
手
で
召
捕
え
ら
れ
、

視
類
縁
者
な
く
、
寄
場
に
収

容
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
女
無
宿
は
天
保
十
三
年
末
で
十
三
人
あ
っ
た
。
容
場
の
目
算
で
は
女
人
足
は
t
J
ず
百
名
位
に
上
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
再
収
容
す
る
た
め
、
長
谷
川
平
蔵
当
時
の
保
例
を
し
ら
ぺ
取
扱
い
方
法
は
よ
く
判
明
し
た
。
き
て
男
女
を
同
一
建
物
に
お
く
訳
に
も
行
か
ず
、

入
浴
も
刻
限
を
分
け
た
と
し
て
も
四
百
人
前
後
の
人
巴
達
が
手
業
終
了
後
入
浴
し
お
え
て
か
ら
、
女
を
入
れ
る
と
す
れ
ば
深
夜
に
及
び
、
燃
料
の
失

費
も
多
い
か
ら
、
別
に
風
呂
を
つ
く
る
方
が
よ
く
、
た
だ
薬
湯
は
人
数
も
多
く
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
刻
限
を
か
え
て
交
替
入
浴
と
す
れ
ば
よ
ろ

し
か
ろ
う
。
女
部
屋
は
人
数
も
少
な
い
こ
と
故
、
病
室
を
分
け
ず
平
人
と
同
一
部
屋
に
お
き
、
部
屋
に
は
琉
球
畳
を
用
い
し
め
よ
う
。
な
ど
の
予
定
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無
宿
召
捕
御
仕
置
相
済
侯
者
勿
論
悪
事
無
之
も
の
も
以
来
都
而
加
役
方
人
足
寄
場
江
可
遺
旨
去
ル
成
二
月
三
奉
行
江
被
仰
渡
有
之
候
-
一
付
石
類
是

間

宮

諸

左

衛

門

殿

評

定

所

座

で
、
寄
場
か
ら
願
を
出
し
た
も
の
の
、
す
ぺ
て
の
方
面
に
亙
っ
て
削
減
せ
ら
れ
、
女
人
足
収
容
は
二
寸
五
名
前
後
を
目
や
す
と
す
ぺ
く
、
建
築
も
そ

れ
相
志
と
な
り
、
入
浴
も
燃
料
節
約
の
む
ら
い
も
あ
り
、
出
胃
々
大
し
た
手
業
も
さ
せ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
隔
日
叉
は
三
日
目
位
で
よ
か
ろ
う
な
ど
と

な
っ
て
落
若
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
詑
)
〔
泊
)
(
羽
)
「
市
中
取
締
類
集
」
人
足
寄
場
ノ
部
所
収
、
「
人
足
寄
場
御
入
用
」
。
「
東
京
市
史
稿
」
救
済
篇
四
、
も
こ
れ
を
か
く
。

(
鈍
〉
註
ハ

mu
参
照

(
羽
〉
(
坊
〉
註
ハ
幻
)
に
閉
じ
。

(
幻
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、
桜
井
庄
兵
衛
、
行
方
源
兵
衛
連
名
、
「
寄
場
人
足
共
之
儀
一
六
付
取
計
方
奉
伺
候
書
付
」
。

こ
の
文
書
に
は
「
辰

三
月
」
と
の
み
あ
る
が
、
文
言
中
に
「
天
保
十
二
年
丑
年
以
前
之
姿
一
一
復
し
」
云
々
と
見
え
、
弘
化
一
尤
年
た
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
「
日
本
近
世

行
刑
史
稿
」
は
、
こ
の
辰
年
を
一
つ
前
の
天
保
三
年
に
あ
て
て
い
る
が
(
臥
子
)
こ
れ
は
ゐ
や
ま
り
で
あ

ι。

(
却
〉
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、
文
化
十
年
寸
二
月
二
十
八
日
附
文
書

(
川
刊
〉
前
号
註

ハ
2
〉
参
照
。
ま
た
「
江
戸
会
誌
」
ニ

ノ
八
。
長
谷
川
平
蔵
の
専
断
的
取
扱
い
に
つ
い
て
は
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
中
の
左
の
一
連
の

文
書
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
叉
、
同
じ
く
寛
政
三
年
度
と
思
わ
れ
る
「
加
役
万
人
足
寄
場
江
立
合
候
変
配
之
者
動
方
相
伺
書
付
」
に
も
う
か
が

わ
れ
る
。

八
月
十
日
越
中
守
殿
御
書
取
写

寄
湯
江
差
遣
候
無
宿
其
外
共
三
奉
行
，
t
平
蔵
江
誇
取
侯
上
容
場
江
差
遺
来
候
得
共
左
侯
而
者
無
益
之
手
数
も
掛
候
事
一
一
候
間
以
来
三
奉
行
よ
り
直

よ
寄
場
江
誇
原
候
様
可
被
申
合
候
事

御
口
達
御
室
田
原
之
趣
泰
承
知
候

八

月

十

一

日

長

谷

川

平

蔵

間
宮
諸
左
衛
門

九
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七
月
ゴ
一
日
達
ス

附
札御

零
一
面
之
通
二

m差
支
無
之
侯

以
上

図。

迄
長
谷
川
平
蔵
江
引
渡
南
侯
然
ル
処
今
般
平
蔵
倭
人
足
寄
場
掛
D
相
離
レ
候
得
共
拙
者
共
江
無
宿
引
渡
方
否
ミ
御
晶
一
包
囲
ハ
無
之
間
出
上
人
足
寄
場

江
可
遣
無
宿
ハ
是
迄
之
通
平
蔵
江
引
渡
申
候
心
得
一
一
而
右
之
趣
-
一
而
構
候
儀
ハ
無
之
候
哉
否
致
承
知
度
候
以
上

ア
「
(寛
政
4
)

ョ

六

月
ゆ

.・

奉

行

1:衆

子
七
月

評
定
所
一
座

無
宿
被
召
捕
御
仕
車
問
椙
済
侍
者
ハ
勿
論
悪
事
無
之
も
の
も
饗
場
江
被
遺
伝
類
固
定
迄
長
谷
川
平
蔵
へ
御
引
渡
-
一
相
成
候
然
ル
処
平
蔵
儀
寄
場
取
扱
御

免
被
成
候
得
共
組
与
力
同
心
之
儀
ハ
其
侭
場
所
附
近
相
動
平
蔵
義
も
界
廻
御
仕
置
筋
者
唯
ム
「
迄
之
通
与
被
仰
渡
候
-
一
付
御
引
渡
之
者
有
之
侯
ハ
ハ

是
迄
之
接
ム
ロ
レ

h

寸
先
達
而
御
達
申
侯
併
寄
場
奉
行
も
被
仰
付
候
事

-一
体
得
者
以
来
御
引
渡
者
有
之
候
而
も
渡
船
等
差
支
も
無
之
候
間
直
々
容
場
江
被

選
候
而
も
御
差
支
之
義
有
御
座
間
敷
哉
与
存
候
此
段
御
問
ム
ロ
申
侯

以

上

七

月

間

宮

諮

左

衛

門

戸川
出
)

「

江
一
同
会
誌
」
二
ノ
ム
ハ
。
松
平
太
郎
「
江
宵
時
代
制
度
の
研
究
」
上
、
，
主
ハ
章
六
節

「

(位〉

「
寄
場
役
所、

見
合
物
勤
仕
留
」

a

可

f

(
刊
日
〉
註
(
お
)
に
同
じ
。

(

UH

〉

註

〈
汎
)
に
同
じ
。

(め
〉

「
寄
場
人
足
旧
記
留
」

交
政
十
年
、
鈴
役
勤
務
法

〉

(
日
叩
〉
註
(
お
)
に
同
じ
。

(
門
別
)
「
安
政
三
年
大
風
雨
津
浪
須
御
並
日
誇
御
用
習
」
所
収
、
容
場
役
所
向
其
外
御
並
田
誇
御
用
掛
之
者
御
褒
美
之
儀
奉
願
侯
童
日
付

(
必
〉
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、
す
へ
化
十
四
年
、
寄
場
人
足
差
配
人
附
震
敷
内
住
居
為
仕
偉
儀
雨
上
候
誓
付
、
間
交
化
五

(?
)
年
、
差
配
人
動

向
心
得
方
室
目
付
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四

(
品
目
)
註
(
部
〉
に
閉
じ
。

(
日
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収

(
若
年
寄
堀
田
正
敦
)

摂

津

守

殴

江

丑

六

月

届
(
張
紙
)

寄

寄

場

奉

場

人

足

肥

後

玄

丑

行
石三

十
九

右
之
者
医
道
心
掛
候
一
一
付
常
々
寄
場
内
ニ
而
療
治
等
為
仕
見
侯
処
功
者
一
一
相
見
其
上
心
底
も
宜
御
座
侯
間
此
度
鉄
砲
洲
祖
松
町
江
借
宅
為
仕
医
業

可
相
成
程
之
手
当
差
遺
居
為
持
候
依
之
奉
入
御
聴
侯
以
上

(
寛
政
5
)

丑

六

月

-一
a

a

村

田

鉄

太

郎

(
日
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、
文
化
十
二
年
船
頭
給
金

(
臼
)
「
公
事
余
筆
」
理
。
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
。
「
江
戸
会
誌
」
二
ノ
八
。
「
江
丙
時
代
制
度
の
研
究
」
上

(
臼
〉
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、
寛
政
三
年
、
加
役
方
人
足
寄
場
江
立
合
候
支
配
之
者
動
方
相
伺
候
書
付

(
日
)
「
窒
媛
県
先
哲
偉
人
議
室
田
」
第
二
巻
「
三
瀬
諸
淵
伝
」

z

-

(
町
〉
「
憲
教
類
典
」
。
「
囚
獄
留
帳
書
抜
」
二
、
も
同
じ
。
「
徳
川
禁
令
考
」
は
引
書
「
憲
法
類
集
」
と
す
。

(
日
〉
「
安
政
三
年
大
風
雨
津
浪
損
御
普
請
御
用
留
」
所
収
、
寄
場
役
所
雨
風
破
並
津
波
損
其
外
之
儀
-
一
付
向
上
候
書
付
、
の
中
に
「
陶
器
焼
立
場
、

鉄
砲
製
作
場
等
不
残
流
失
」
云
々
の
字
句
が
あ
る
。

(
訂
)
註
(
但
)
(
川
H
U

に
同
じ
。

〈
臼
〉
註
(
お
)
に
同
じ
。

門
田
〉
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」

(
印
)
註
(
お
)
に
同
じ
。
但
し
、
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
で
ま
「
入
浴
ま
隔
日
入
浴

(
暑
気
厳
き
節
は
時
J

で
あ
っ
た
よ
と
い
う
。
こ
れ
は
註

t

t

f

宜
に
依
り
毎
日
¥

(
幻
)
の
受
章
一一目に

「
尤
男
子
同
様
荒
き
手
業
は
有
之
間
敷
候
間
風
巨
之
儀
は
隔
日
叉
は
三
日
目
位
に
も
入
候
は
ど
乍
明
失
費
も
相
減
可
申
哉
」
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
男
子
一
般
は
毎
日
入
浴
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
経
費
節
減
の
た
め
、
隔
日
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
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四

が
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
史
料
に
回
出
当
ら
ぬ
ま
う
で
あ
る
。

(
日
)
(
臼
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収

五
十
二
月
四
日
諸
左
衛
門
殿
寄
場
御
馬
廻
り
人
足
共
不
夢
呼
出
於
役
所
御
同
人
御
出
席
寄
場
奉
行
村
田
欽
太
郎
南
渡
候
趣
左
立
通

伺
済

申
渡

其
方
共
手
業
搾
候
口問
相
払
元
入
用
並

一
日
諸
掛
日
之
内
半
減
引
落
し
相
残
分
ハ
不
残
可
呉
遺
侯
其
業

一一出
精
可
致
侯
尤
呉
遺
侯
内
割
合
を
以
役
所
江

預
溜
鈴
可
致
事
右
溜
銭
拾
貴
文
一
一
至
D
侯
ハ
マ

警
引
取
人
無
之
と
も
赦
免
申
付
侯
事

但
常
土
手
業
出
精
致
候
者
ハ
溜
銭
拾
貫
す
へ
-
一
不
至
侯
共
為
褒
美
拾
貫
女
高
手
当
致
赦
免
申
付
侯
事

て

線
成
手
業
或
ハ
藁
細
工
船
頭
並
地
所
内
掃
除
口
持
叉
ハ
堀
凌
等
手
業
-
一

一無
之
分
も
其
日
之
御
手
当
被
下
候
間
右
}
一
准
し
溜
銭
致
し
三
貫
文
以
上

-一
至
日
侯
ハ
ハ
赦
免
可
申
付
侯

但
常
よ
出
精
致
し
溜
銭
候
者
山
曹
三
貫
文
以
上
不
至
候
共
為
褒
美
別
段
手
当
致
し
三
貫
交
以
上
之
高
一
一
致
し
赦
免
可
申
付
候

て
世
話
役
小
遣
外
使
等
之
類
も
溜
銭
可
相
成
様
之
手
当
致
し
可
遣
問
其
己
目
可
存
候
常
よ
不
正
之
筋
も
無
之
設
を
守
動
方
猶
宜
者
相
応
之
手
当
を
以

赦
免
可
申
付
候

(下
略
)

*
「
子
」

年
は
「
日
本
近
世
行
刑
史
稿
」
で
は
文
化
元
年
に
あ
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寛
政
四
年
と
す
ぺ

き
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
に
か
ら
ん
で
前

号
註
(
1

)

の
文
化
元
年
も
あ
為
い
は
寛
政
四
年
の
こ

と
と
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
極
め
手
が
な
い
。

溜
銭
に
つ
い
て
は
、
閉
じ
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
中
に

溜
銭
v
土

-、

金
弐
朱
ト

銭
壱
貫
五
拾
壱
文

て

金
壱
分
ト

銭
弐
貫
弐
百
七
文

一
、
金
弐
朱銭

壱
貫
百
九
拾
文

一
、
銭
七
拾
弐
文

信

濃

八

右

衛

門

筑

後

与

平

次

神

田

南
新
堀

伝長

} 

ヱエ

菅直E
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て
金
弐
朱
ト

銭
五
百
六
拾
文

一
、
銭
八
拾
三
文

一
、
銭
五
百
六
拾
文

一
、
金
弐
朱
ト

銭
弐
百
拾
文

一
、
銭
拾
弐
文

メ
金
三
分
ト銭

四
貫
九
百
六
拾
国
交

右
之
通
御
座
候
以
上

戊
八
月

な
る
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

丹
、
位
〉
「
両
潤
書
留
」
「
市
中
取
締
類
集
」
。
「
東
京
市
史
稿
」
救
済
第
四
も
こ
れ
を
む
く
。

ハ
臼
)
「
天
保
十
五
年
幕
府
取
締
類
集
」
寄
場
人
足
之
儀
一
一
付
風
間
取
探
申
上
侯
書
付

ハ
臼
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収

乍
恐
以
室
田
付
奉
願
上
侯

俗
島
住
吉
社
裏
川
岸
通
地
形
仕
度
奉
存
候
前
々
之
通
り
御
人
足
五
六
人
宛
拝
借
仕
度
奉
存
候
尤
賃
銭
之
儀
ハ
先
達
之
通
御
上
納
可
仕
間
願
之
通
可
為

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
侯
以
上

享

和

元

酉

年

八

月

佃

島

住

吉

寄

場

御

役

所

-

神

主

平

岡

田

向

(朱
室田
〉

右
先
例
ハ
差
添
下
役
無
之
日
々
人
足
引
渡
遺
借
侯
処
当
時
ハ
差
添
も
無
之
侯
而
者
相
成
間
敷
賃
銭
之
義
先
例
一
人
-
一
付
九
口
y
y
ニ
候
処
比
度
凡
幾

日
程
も
懸
り
可
申
侯
而
申
日
数
承
り
可
申
詮
義
候
事

あ
る
い
は
矢
田
揮
雲
一
「
江
戸
か
ら
東
京
へ
」
に
見
ら
れ
る
石
川
島
燈
台
構
築
に
つ
い
て
の
話
な
ど
参
照
。

八
町
堀

相

模

神
田
小
柳
町

常

陸

下
総
千
太
郎
事

七彦三圧定

五

郎八苦蔵吉

¥ 

四
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(
印
〉
註
(
臼
)
ハ
臼
〉
参
照

(
肝
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収

(
伯
)
註
(
幻
)
に
同
じ
。

ハ
印
)
円
九
)
註
(
悦
)
に
同
じ
。

(
刊
〉
孔
証
(
日
)
に
同
じ
。

(

η

)

註
(
勾
)
に
同
じ
。

(
百
)
註
(
況
)
に
同
じ
。

(
九
)
註
(
臼
)
に
閉
じ
。

(
市
)
註
(
お
〉
に
同
じ
。

(
河
)
「
和
漢
三
才
図
会
」
山
果
類
、
枇
杷
の
条
に
「
倭
方
有
一
社
杷
実
湯
二
治
-
盃
傷
及
淫
乱
一
以
為
v
妙
」
と
あ
る
。

「
枇
杷
の
葉
の
宅
を
去
り
て
乾
し
た
る
を
煎
じ
た
る
汗
。
飲
め
ば
暑
気
を
払
ふ
と
い
ふ
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。

(
付
)
註
(
お
)
「
寄
場
役
所
、
見
合
物
勤
仕
留
」
所
収
「
覚
」
の
続
き
。
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
の
中
に
は
左
の
如
き
、
入
所
時
預
っ
た
衣
類
の
覚

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

縫
物
書
付

一
、
花
色
木
綿
単
物

一
、
同
股
引

一
、
鼻
紙
袋

一
、
木
綿
縞
若
物

一
、
小
倉
帯

一
、
木
綿
縞
袷

木
綿
縞
袷
羽
織

一
、
同
袷

四
四

「
大
日
本
国
語
辞
典
」
に
は

一
つ

壱
足

内
金
壱
分
入

信

濃

八

右

衛

門

'0 

壱
つ

壱
切

神

回

長

五

良E

つ

相

彦

外l

八

壱
つ

壱
つ

λ
丁
堀

主
ロ
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一
、
衣
類
無
之

筑

後

与

平

次

袷

帯

壱
筋

一
、
総
木
綿
単
物

つ

南
新
堀

伝

t
口

て
木
綿
縞
布
子

。
袖
な
し
羽
織

つつ

常

陸

定

吉

一
、
右
同
断

小
柳
町

七

ーユコし

虫E

一
、
右
同
断

右
之
通
御
座
候

成
八
月

(
沌
)
「
清
陰
筆
記
」

(
叩
)

註

(路
)

(

h

H

)

「
寄
場
役
所
、
見
合
物
動
仕
留
」
所
収
「
覚
」
の
続
き
。

(加〉

註

(
引
む
に
閉
じ
。

(
引
山
)
(
山
田
)
「
市
中
取
締
類
集
」
「
両
溜
書
留
」

(
胞
)
註
(
お
)
に
同
じ
。

(
回
)
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収
、

鐙
役
勤
務
法
、

お
よ
び
「
江
戸
会
誌
」
二

ノ
八

(
出
)
「
新
張
紙
留
」
所
収
、
天
保
十
四
年
千
二
月
二
十
三
日
附
、
榊
原
主
計
頭
、
御
目
付
之
節
申
上
候
寄
場
人
足
目
印

Z
儀
一
一
付
、
評
議
仕
侯
趣
、

申
上
候
童
日
付

(
部
〉
(
部
)
註
ハ
訂
〉
に
同
じ
。

(
町
)
「
寄
場
人
巴
旧
記
留
」
所
収
、
寛
政
二
等
三
月
二
日
附
、
「
人
足
之
内
病
人
取
扱
之
儀
相
伺
候
書
付
」
同
じ
く
、
天
保
十
二
年
十
一

月
二
日
附

「
堀
田
摂
津
守
殿
荒
井
甚
之
丞
ヲ
以
御
下
有
之
侯
御
書
取
写
」
及
び
「
江
戸
会
誌
」
二
ノ
八

門
部
〉
註
(
幻
)
に
同
じ
。

下
総
千
太
郎
事

圧

蔵

以
上

四
五
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中

JI! 

飛

騨

守

四
ノ、

門

的

)

(

卯

)

(
川
出
〉

(
小
出
〉

門

的

)

(
川
出
〉

〈

旬

)

註
(
M
m
)

に
同
じ
。

註

(MC
に
同
じ。

註
(
印
)
に
同
じ
。

註

(
臼
)
に
同
じ
。

註

(
訂
)
の
う
ち
の
寛
政
二
年
三
月
二
日
附
文
書

「
徳
川
禁
令
考
」
所
引

「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
所
収

吉
牛
廿
九

右
之
者
一
昨
二
日
御
引
渡
被
成
候
ニ
付
請
取
候
処
右
者
掴
病
相
煩
候
者
之
旨
医
師
申
聞
候
一
一
付
当
人
江
相
礼
侯
処
相
違
無
之
旨
申
立
候
間
然
処
右
淋

病
気
之
者
是
迄
寄
場
開
之
外
江
小
屋
相
立
差
置
候
仕
来
-
一
御
座
候
処
右
之
者

-
鉢
丈
夫
之
者
-
一
相
見
候
間
関
外
江
差
出
候
儀
も
相
成
兼
取
扱
差
支
申

侯
且
叉
右
之
類
病
人
ハ
寄
場
一
一
而
療
治
為
致
候
市
半
年
程
相
立
治
し
兼
候
も
の
山
湯
治
差
遣
候
儀
-
一
御
座
候
得
共
右
者
儀
ハ
丈
夫
エ
相
見
候
間
右
株

取
計
-
一
難
致
事
よ
以
差
支
申
候
依
之
其
御
役
所
江
猶
叉
御
引
渡
申
渡
奉
存
候
御
差
支
も
無
御
座
候
A

A

御
請
取
被
下
候
様
仕
度
此
段
御
閉
会
申
上
候

以
上

無
宿

久

米

F
(寛
政
叩
カ
)

pq
十

一
月

四

日

一
御
書
面
之
趣
致
承
知
侯
然
ル
処
無
宿
久
米
土
口
儀
猶
叉
拙
者
万
江
誇
玖
候
而
ハ
可
引
渡
引
受
人
も
無
之
も
の
之
儀
左
候
漣
右
淋
病
気
之

t

一
者
ニ
侯
上
者
佐
州
水
替
人
足
一
二
差
遣
侯
儀
相
成
問
敷
努
よ
拙
者
方
-
一
て
反
計
一
一
ハ
難
致
寄
場
人
足
共
病
気
之
者
も
夫
よ
御
手
当
等
有

マ
ク
杭
一
之
侯
上
九
執
共
其
御
方
一
一
而
御
取
計
可
有
之
筋
与
存
候
依
之
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